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遺
族
年
金
制
度
が

見
直
さ
れ
ま
す

１.  

６５
歳
以
上
の
方
の
遺
族
厚

生
年
金
の
支
給
方
法
の
見
直
し

　
遺
族
厚
生
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
等
の
受
給
権
が
あ
る
６５
歳

以
上
の
方
は
、

・
ご
自
身
の
老
齢
厚
生
年
金
等

は
全
額
支
給

・
遺
族
厚
生
年
金
は
、
ご
自
身

の
老
齢
厚
生
年
金
等
に
相
当

す
る
額
が
支
給
停
止
さ
れ
、

そ
の
差
額
の
み
支
給

※
平
成
１９
年
４
月
１
日
前
に
遺

族
厚
生
年
金
を
受
け
る
権
利
を

有
し
、
か
つ
、
す
で
に
６５
歳
以

上
の
方
（
昭
和
１７
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
の
方
）
は
、
こ
の

新
し
い
仕
組
み
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

【
手
続
き
】
　

　
遺
族
厚
生
年
金
を
請
求
す
る

方
が
、
老
齢
厚
生
年
金
等
を
受

け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
と
き

は
、
遺
族
厚
生
年
金
の
支
給
額

を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

遺
族
厚
生
年
金
と
同
時
に
老
齢

厚
生
年
金
等
の
請
求
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

２.  

若
齢
期
の
妻
の
遺
族
厚
生

年
金
制
度
の
見
直
し

①
夫
の
死
亡
時
に
３０
歳
未
満
で

子
を
養
育
し
な
い
妻
等
に
対

す
る
遺
族
厚
生
年
金
は
、
５

年
間
の
有
期
給
付
と
な
り
ま

す
（
子
を
養
育
し
な
く
な
っ

た
と
き
に
妻
３０
歳
未
満
の
場

合
に
は
、
そ
の
時
点
か
ら
５

年
間
）
。

｠

②
ま
た
、
妻
に
対
す
る
遺
族

厚
生
年
金
に
加
算
さ
れ
る
中

高
齢
寡
婦
加
算(
年
間
５９
万

４
２
０
０
円)

は
、
夫
死
亡

時
に
４０
歳
以
上
で
あ
る
妻
に
、

６５
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
間
、

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
（
従
来
は
夫
死
亡
時
３５
歳

以
上
で
あ
る
妻
に
対
し
て
４０

歳
か
ら
支
給
）
。

※
平
成
１９
年
４
月
１
日
前
に
す

で
に
受
給
権
が
発
生
し
た
遺
族

厚
生
年
金
は
、
こ
の
新
し
い
仕

組
み
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

年年 金
だよりだより
年 金
だよりだより
年 金
だより

年
金
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ
②

年
金
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ
②

【問い合わせ先】

・ねんきんダイヤル（年金被保険者）　

・ねんきんダイヤル（年金を受けている方）　

・南国社会保険事務所　蕁０８８－８６４－１１１１

※社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/

ろ

市
民

ひ

ば
ろ

市
民

ひ

ば

の

６５歳到達前 ６５歳到達後支給額

遺
族
厚
生
年
金

（
１０
万
円
）

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

（
７
万
円
）

いずれか
を選択

夫死亡時妻３０歳未満

夫死亡後
５年間

○遺族厚生年金の受給権者で
　あって平成１９年４月１日
　以降に６５歳になる方

○平成１９年４月１日以降に
　初めて遺族厚生年金を受け
　る権利を取得した６５歳以
　上の方

② 遺 族 厚 生 年 金
（３万円）

① 老 齢 厚 生 年 金
（７万円）

老 齢 基 礎 年 金
（全額支給）

支給停止額（７万円）

① ②

夫死亡時妻３０歳以上

夫死亡時妻４０歳以上で加算

遺族厚生年金
（夫の老齢厚生年金の3/4）

遺族厚生年金
（夫の老齢厚生年金の3/4）

遺族厚生年金
または老齢厚生年金

老齢基礎年金

▲
３０歳

▲
４０歳

▲
６５歳

▲
死亡

中高齢寡婦加算

蕁０５７０－０５－１１６５

蕁０５７０－０７－１１６５

６５
歳
以
上
の
方
の
遺
族
厚
生
年
金

の
支
給
方
法
の
イ
メ
ー
ジ

若
年
期
の
妻
の
遺
族
厚
生
年
金
制
度

の
イ
メ
ー
ジ
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年 金
だより
年 金
だより

ろ

市
民

ひ

ば
ろ

市
民

ひ

ば
ろ

のの

市
民

ひ

ば

 

今
月
号
か
ら
、
『
香
・
美
・
人
』
と
『
た
だ
い
ま
留
学
中
』
の

コ
ー
ナ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
香
美
市
民
や
市
と
深
い
関
係
の

あ
る
方
々
に
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
生
き
方
、
考
え
方
な
ど

を
お
伺
い
し
、
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
、
高
知
工
科
大
の
大
学

院
博
士
課
程
で
経
営
学
を
学
ぶ

チ
ャ
ー
ン
で
す
。
出
身
は
中
国

陜
西
省
西
安
市
で
、
近
く
の
咸

陽
市
で
電
力
関
係
製
品
の
製
造

会
社
の
管
理
職
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
会
社
経
営
を
学
び
た
い

と
思
っ
て
平
成
十
四
年
四
月
、

高
知
工
科
大
に
留
学
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
三
月
に
は
子
ど
も
が

生
ま
れ
、
お
父
さ
ん
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
も
男
の
双
子
で
し

た
。
し
ば
ら
く
香
北
町
で
一
緒

に
い
ま
し
た
が
、
妻
は
世
話
が

大
変
で
、
今
は
西
安
に
帰
っ
て

育
て
て
い
ま
す
。

　
高
知
に
来
て
驚
い
た
の
は
、

中
国
と
同
じ
地
名
の
咸
陽
島
（
愛

媛
県
）
と
三
原
村
（
高
知
県
）

が
あ
る
こ
と
で
す
。
西
安
市
は

古
く
は
長
安
（
唐
の
都
）
と
い

い
、
遣
唐
使
が
日
本
か
ら
来
て

勉
強
し
た
所
で
、
空
海
も
滞
在

し
ま
し
た
。
ど
う
も
古
く
か
ら

交
流
が
あ
っ
て
、
中
国
の
商
人

が
日
本
に
住
ん
で
、
咸
陽
や
三

原
な
ど
の
地
名
に
残
っ
た
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
西
安
付
近
に
は
、
皆
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
名
所
が
多

く
あ
り
ま
す
。
秦
の
始
皇
帝
の

陵
墓
と
兵
馬
俑
は
圧
巻
で
す
。

空
海
が
真
言
密
教
を
修
め
た
青

龍
寺
は
、
四
国
の
皆
さ
ん
の
協

力
も
あ
っ
て
寺
院
が
復
元
さ
れ
、

香
美
市
の
皆
さ
ん
に
は
訪
れ
て

い
た
だ
き
た
い
場
所
で
す
。
華

清
池
と
い
う
温
泉
は
、
か
の
楊

貴
妃
が
入
浴
し
た
温
泉
で
、
美

人
の
湯
と
し
て
有
名
で
す
し
、

楊
貴
妃
の
墓
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
五
山
の
一
つ
華
山
は
険
し

い
山
で
す
が
、
観
光
客
が
絶
え

な
い
観
光
地
で
す
。

　
私
は
、
遣
唐
使
が
勉
強
に
来

た
西
安
か
ら
、
香
美
市
に
勉
強

に
来
て
い
ま
す
。
今
後
、
香
美

市
や
四
国
、
日
本
と
西
安
の
交

流
が
深
ま
り
発
展
し
、
互
い
の

理
解
が
進
む
よ
う
に
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
手
助
け
が
私
に
も

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
日

本
語
も
少
し
で
き
ま
す
の
で
、

街
で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

チャーンツィンホン

張　軍宏（中国）

田村尚子さん

田
村
尚
子
さ
ん

 

（
土
佐
山
田
町
神
母
ノ
木
）

　
”風
の
ふ
く
ま
ち
“
（
以
下
「
風

ま
ち
」
）
は
、
住
民
み
ん
な
が

自
分
の
住
む
地
域
に
『
誇
り
』

と
『
愛
着
』
を
持
っ
て
地
域
が

連
携
し
合
い
、
輪
が
ど
ん
ど
ん

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
を

続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

今
回
、
風
ま
ち
の
発
起
人
で
あ

り
世
話
人
の
田
村
尚
子
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

風
ま
ち
の

 

活
動
を
通
し
て

 

風
ま
ち
は
、
平
成
十
六
年
八

月
、
合
併
が
一
度
破
た
ん
と
な

っ
た
と
き
に
合
併
協
議
会
の
民

間
委
員
だ
っ
た
田
村
さ
ん
が
、

「
三
町
村
の
住
民
の
つ
な
が
り

を
切
れ
な
い
よ
う
に
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
思
い
、当
時
の
民

間
委
員
十
四
人
に
手
紙
を
送
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

で
き
ま
し
た
。
活
動
は
主
に
、

田
村
さ
ん
の
自
宅
で
開
か
れ
る

月
一
回
の
寄
り
合
い
で
、
メ
ン

バ
ー
が
「
ま
ち
や
地
域
や
人
が

元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
？
」
と
思
い
思

い
に
語
り
合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

田
村
さ
ん
は
、
「
こ
の
活
動

を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
元
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
続

け
る
、
と
い
う
期
限
は
決
め
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ち
が
大

好
き
と
い
う
人
が
一
人
で
も
多

く
増
え
る
よ
う
な
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
良
い
か
な
」
と
自
然
体

の
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
か
れ
る
よ
う
で
す
。

風
ま
ち
お
手
製

 

『
神
母
ノ
木
マ
ッ
プ
』

 

今
春
完
成
し
た
ば
か
り
の
神

母
ノ
木
地
区
を
紹
介
す
る
『
神

母
ノ
木
マ
ッ
プ
』
。
風
ま
ち
の

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地

域
を
実
際
に
歩
き
、
見
て
、
触

れ
て
、
感
じ
た
こ
と
を
も
と
に

作
成
さ
れ
た
こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
は
、
地
域
の
財
産
や
豆
知
識

的
情
報
も
掲
載
さ
れ
、
見
て
い

る
だ
け
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
「
神
母
ノ
木
出
身
の
は
ら

た
い
ら
さ
ん
（
漫
画
家
、
故
人
）

の
イ
ラ
ス
ト
を
使
わ
せ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
」

と
田
村
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
随
所
に
使
用

さ
れ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
の
遊

び
心
が
存
分
に
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

物
部
川
が
育
む
川
風
の
よ
う

に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
活
動
が
、

い
ろ
ん
な
地
域
の
元
気
の
素
と

な
り
、
ま
ち
が
盛
り
上
が
っ
て

い
く
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
を
夢
見
る
田
村
さ
ん
で
す
。

香
・
美
・
人
①

た
だ
い
ま

留
学
中
①

せ
い
あ
ん

か
ん

せ
ん
せ
い

よ
う



ご存じですか？泥棒の本音･･･「こんな家が好き」
その１：新興住宅街の個人住宅
 近所付き合いも少なく、発見され
にくいから。２階建ての個人住宅が
一番の好み。お金や貴重品が確実に
あるのに、警備システムなどがまだ
入っていない。

その2：学生マンション
 昼間はいないことも多いし、大金
はなくても小銭は確実にある。アル
バイト代などもある。見つかった時
は、親戚のふりをすれば怪しまれる
こともない。

その3：大通りから小さな通りに
入った場所に建てられた家
 人目につきにくい家は、とても入
りやすい。

その４：街灯が少なく、周囲の見通
しが悪い道路に面している建物
 人にみられる心配が少ない。

空き巣の被害に遭わないための 防犯対策
　香美署管内でも、空き巣の被害があります。空き巣に遭わないための防犯対策を
しっかりしましょう！
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地域安全ニュースかみかみかみかみかみ No. 15
～みんなでつくろう安心のまち～　香美地区地域安全協会　　　（蕁･FAX 53-1855）

不審電話にご注意！不審電話にご注意！不審電話にご注意！不審電話にご注意！不審電話にご注意！
　昨年、香美市内で多発していた、「健康センター」や「保健センター」等と名乗る不審電話が
また発生しています。年齢や体調等の個人情報を聞き出した後、薬や健康食品などを勧めます。
　市の保健福祉センターや社会福祉協議会等とは全く関連はありません！
　うかつに個人情報などを与えないように気をつけましょう！

①カギを必ずかける！

②窓ガラスを、割れないように合わせガラス

（2枚のガラスにフィルムを挟んだもの）にする

 ③センサーつきライト等をとりつける

 ④目隠しのための植栽や塀などは、なるべく低

 　くして見通しを良くする

⑤立ち木や塀、物置など足場となるものは取

　り除くか、登れないようにする

【泥棒があきらめるとき】

 ・補助錠などで侵入に５分以上かかるとき

 ・近所の人にジロジロ見られて

 ・犬がいてあきらめた

 ・防犯装置設備のマークがあった


